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分子研で行った生物学研究
Biological researches I had conducted at IMS

私は 2011 年 7 月に（旧）古谷グループの特任助教として分子研に赴任し、2014 年からは

助教として 2020 年の５月まで在籍しました。この約９年間に、 分子研としては異色（？）の

生物学の研究を行い、神戸大学の理学研究科生物学専攻に異動するに至りました。分子研に

赴任するまで、 分子研の「分子」とは生体分子のことだと思いこんでおり、 着任してすぐに出

席したコロキウムが理論物理化学の内容でド肝を抜かれたのを昨日のことのように覚えて

います。

分子研在籍時には、所内の方々から温かいご支援 ・ ご協力を頂きながら、生理研 ・ 基生研 ・

総研大の研究者の方々といろいろな共同研究を進めることができました。今回は、 これら分

子研で行った生物学研究、 具体的には光受容タンパク質の機能特性と、 それらがどのように

生理機能と連関しているのか、という内容をお話したいと思います。さらに、９年「も」在籍し

た（元）助教としての、転出についての私見もお話できればと思います。


